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ゆ
と
り
教
育
以
降
、
発
表
さ
れ
る

子
ど
も
達
の
学
力
調
査
は
、
ど
れ
を

と
っ
て
も
学
力
低
下
が
進
行
し
て
い

る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
四
年
の
O
E
C
D
加
盟
国

に
よ
る
十
五
歳
の
調
査
発
表
で
は
、

日
本
は
数
学
で
一
位
か
ら
六
位
に
、

読
解
力
は
八
位
か
ら
十
四
位
に
下
が

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

同
じ
頃
文
部
科
学
省
か
ら
小
・
中

学
生
対
象
の
全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト

の
結
果
が
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
学
習
内
容
が
三
割
減

り
、
出
題
範
囲
が
狭
く
な
っ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
年
前
の
テ
ス

ト
と
同
一
問
題
で
約
十
七
％
も
正
答

率
が
下
回
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
特

に
数
学
的
に
も
の
を
考
え
る
問
題
や
、

文
章
の
内
容
を
読
み
取
っ
た
り
考
え

を
表
現
す
る
問
題
が
苦
手
で
あ
る
な

ど
、
国
際
学
力
調
査
と
同
じ
傾
向
が

顕
著
に
な
り
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
五
年
一
月｢

子
ど
も
の
学

力
低
下
を
深
刻
に
受
け
止
め
、
ゆ
と

り
教
育
を
全
面
的
に
見
直
す｣

こ
と

が
首
相
の
施
政
方
針
に
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
。
総
合
学
習
を
削
減
し
て
主

要
教
科
の
授
業
時
間
を
増
や
す
こ
と
、

ま
た
土
曜
日
授
業
の
復
活
も
検
討
課

題
に
入
り
ま
し
た
。
そ
し
て
八
月
に

は
学
力
低
下
へ
の
対
応
策
と
し
て｢

全
国
学
力
テ
ス
ト｣

を
小
六
・
中
三

の
全
員
を
対
象
に
二
〇
〇
七
年
度
か

ら
毎
年
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
二
〇
〇
八
年
に
改
訂
さ

れ
た
学
習
指
導
要
領
に
よ
り
、
「
脱

ゆ
と
り
」
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
一

部
前
倒
し
し
な
が
ら
小
学
校
は
二
〇

一
一
年
、
中
学
校
は
十
二
年
、
高
校

は
十
三
年
か
ら
完
全
に
移
行
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
授
業
時
間
は
小

学
校
で
は
二
七
八
時
間
、
中
学
校
で

は
一
〇
五
時
間
ゆ
と
り
教
育
時
代
よ

り
増
え
ま
し
た
。

　

内
容
も
、
小
学
校
で
四
七
都
道
府

県
の
名
称
と
位
置
や
台
形
の
面
積
の

公
式
、
中
学
校
で
イ
オ
ン
な
ど
が
復

活
し
ま
し
た
。
ま
た
教
科
書
は
、
特

に
小
学
生
用
は
ゆ
と
り
全
盛
期
（
二

〇
〇
一
年
検
定
）
よ
り
全
教
科
で
四

三
％
も
増
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
東
京

都
や
大
阪
市
な
ど
で
、
公
立
小
中
学

校
で
の
土
曜
授
業
の
復
活
容
認
な
ど
、

学
校
教
育
は
学
力
重
視
の
傾
向
を
強

め
て
い
ま
す
。

　

私
学
は
十
三
年
前
に
早
稲
田
が
小

学
校
を
併
設
す
る
な
ど
、
逸
早
く
少

子
化
対
策
を
進
め
ま
し
た
。
茨
城
に

於
い
て
も
土
浦
日
大
に
よ
る
県
内
初

の
中
等
教
育
学
校
の
設
立
、
取
手
聖

徳
女
子
が
全
国
初
の
女
子
教
育
特
例

校
の
指
定
、
昨
年
は
江
戸
取
小
学
校
、

今
年
は
東
洋
大
牛
久
中
が
開
校
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
来
年
は
埼
玉
の
開

智
学
園
に
よ
る
守
谷
市
内
へ
の
小
学

校
の
開
校
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
公
立
は
進
学
高
校
の
中
・

高
一
貫
校
作
り
を
徐
々
に
進
め
て
き

ま
し
た
。
都
立
は
多
く
の
著
名
人
を

輩
出
し
た
名
門
小
石
川
や
白
鷗
、
千

葉
県
は
県
立
ト
ッ
プ
校
の
千
葉
な
ど
、

現
在
は
首
都
圏
に
二
十
一
校
ま
で
増

え
ま
し
た
。
昨
春
一
期
生
が
卒
業
し

た
並
木
が
東
大
４
名
出
す
な
ど
公
立

の
中
高
一
貫
校
の
大
学
進
学
実
績
は

堅
調
で
す
。
さ
ら
に
二
〇
一
六
年
に

は
東
葛
高
校
が
付
属
中
学
の
設
置
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
つ
く
ば
市
は
二
〇
一
二
年

か
ら
市
内
全
小
・
中
学
校
五
十
三
校

十
五
学
園
に
お
い
て
、
小
・
中
一
貫

教
育
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
中
学
校
の
教
員
に
よ
る
小
学
生
へ

の
授
業
が
可
能
に
な
り
、
小
学
５
年

生
か
ら
専
門
性
を
生
か
し
た
教
科
担

任
制
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
「
つ

く
ば
ス
タ
イ
ル
科
」
の
導
入
と
と
も

に
、
英
語
授
業
を
小
学
一
年
生
か
ら

開
始
し
て
い
ま
す
。
私
学
も
、
公
立

も
、
様
々
な
改
革
を
通
し
て
、
大
学

進
学
指
導
の
強
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

中
学
入
試
の
最
大
の
特
徴
は
、
各

中
学
の
入
試
問
題
の
独
自
性
に
あ
り
、

情
報
の
収
集
と
問
題
の
分
析
、
予
想
、

そ
し
て
余
裕
を
も
っ
て
合
格
で
き
る

学
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
が
塾

の
役
割
で
す
。
入
試
問
題
は
「
ゆ
と

り
」
時
代
に
易
し
く
な
る
傾
向
で
し

た
が
、
近
年
御
三
家
で
出
題
さ
れ
る

よ
う
な
難
問
が
、
多
く
の
私
立
で
も

ま
た
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

受
験
生
の
特
徴
と
し
て
は
、
か
つ
て

は
受
験
学
年
に
な
っ
た
ら
全
て
の
習

い
事
を
や
め
る
の
が
当
た
り
前
で
し

た
が
、
習
い
事
や
英
語
（
英
会
話
）

を
続
け
な
が
ら
の
受
験
生
が
増
え
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
入
学

後
の
こ
と
や
将
来
を
考
え
て
の
こ
と

で
す
が
、
英
語
を
選
択
な
が
ら
試
験

科
目
の
一
つ
に
採
用
す
る
中
学
が
年

々
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二
〇

〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降

続
い
て
い
る
私
立
受
験
者
数
の
減
少

は
、
早
慶
ク
ラ
ス
の
付
属
中
学
や
難

関
校
に
ま
で
及
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
中
学
で
一
般
入

試
が
複
数
回
用
意
さ
れ
、
午
後
入
試

を
実
施
す
る
学
校
も
増
え
ま
し
た
。

　

高
校
入
試
は
、
中
学
で
の
成
績
が

相
対
評
価
か
ら
絶
対
評
価
に
変
わ
っ

た
こ
と
を
受
け
、
入
試
の
得
点
を
重

視
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
茨
城

の
公
立
入
試
か
ら
二
〇
一
三
年
、
学

力
試
験
抜
き
の
推
薦
入
試
が
消
え
ま

し
た
。
代
わ
り
に
「
特
色
選
抜
」
に

な
り
、
全
員
、
入
試
で
得
点
す
る
こ

と
が
合
格
に
欠
か
せ
な
く
な
り
ま
し

た
。
一
般
入
試
は
二
段
階
選
抜
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
得
点
と
内
申
点
の
両
方
共
良

か
っ
た
受
験
生
を
Ａ
群
と
し
て
合
格

に
し
ま
す
（
定
員
の
６
〜
７
割
）。

残
り
（
定
員
の
３
〜
４
割
）
は
そ
の

他
Ｂ
群
か
ら
選
ば
れ
ま
す
が
、
ほ
と

ん
ど
の
進
学
校
が
残
り
定
員
の
８
割

を
得
点
の
良
い
順
に
合
格
に
し
て
い

ま
す
。
実
際
に
は
い
ま
せ
ん
が
理
論

的
に
は
通
信
簿
が
オ
ー
ル
１
で
も
入

試
の
得
点
さ
え
良
け
れ
ば
土
浦
一
高

に
合
格
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

千
葉
県
の
公
立
高
入
試
は
、
既
に

推
薦
は
無
く
、
一
般
入
試
を
前
期
と

後
期
の
二
回
実
施
に
切
り
換
っ
て
い

ま
す
。
よ
っ
て
茨
城
・
千
葉
の
両
県

と
も
内
申
書
は
大
事
で
は
あ
り
ま
す

が
、
学
校
で
行
う
目
先
の
テ
ス
ト
の

た
め
の
勉
強
だ
け
で
は
、
結
局
最
後

の
入
試
に
は
勝
て
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
高
校
入
試
は
、
私
立
は
も
ち
ろ

ん
公
立
も
最
後
の
決
め
手
は
学
力
な

の
で
す
。

　

大
学
進
学
率
が
五
〇
％
に
達
し
早

く
か
ら
入
学
者
の
学
力
低
下
に
悩
ん

で
い
た
大
学
。
国
立
大
学
協
会
は
、

セ
ン
タ
ー
試
験
の
科
目
を
増
や
し
た

り
、
各
大
学
が
秀
で
た
才
能
を
持
つ

入
学
者
を
一
人
で
も
多
く
と
ろ
う
と

Ａ
Ｏ
・
推
薦
入
試
（
指
定
校
・
公
募
）

を
拡
大
さ
せ
る
中
、
い
よ
い
よ
東
大

も
来
年
推
薦
入
試
を
導
入
す
る
予
定

で
す
。
推
薦
入
学
者
の
数
は
既
に
大

学
入
学
者
全
体
の
半
数
を
超
え
て
い

ま
す
。
推
薦
は
高
校
三
年
間
を
通
じ

て
の
評
定
を
必
要
と
す
る
な
ど
、
崩

壊
し
か
け
て
い
た
入
学
試
験
の
「
学

力
維
持
機
能
」
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ

る
か
に
見
え
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
二
〇
〇
九
年
定
員
と
受

験
者
数
が
同
じ
に
な
る
大
学
全
入
時

代
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
選
ば
な
け

れ
ば
ど
こ
か
の
大
学
へ
は
入
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
実
際
は
二
極
化

が
進
行
し
不
人
気
大
学
を
中
心
に
推

薦
基
準
の
形
骸
化
が
広
が
り
ま
し
た
。

ま
た
長
引
く
不
況
の
中
で
、
大
学
に

よ
る
就
活
支
援
の
度
合
い
が
人
気
を

左
右
す
る
と
い
う
事
態
が
進
行
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
政
府
の
教
育
再
生

実
行
会
議
は
二
〇
一
三
年
十
月
、
第

四
次
提
言
を
発
表
し
ま
し
た
。
骨
子

は
、
『
五
年
後
を
め
ど
に
セ
ン
タ
ー

試
験
を
廃
止
し
、
達
成
度
テ
ス
ト
（

基
礎
・
発
展
）
を
高
校
在
学
中
に
複

数
回
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
』
と

い
う
も
の
で
す
。
基
礎
レ
ベ
ル
は
推

薦
・
Ａ
Ｏ
の
判
定
で
の
活
用
を
、
発

展
レ
ベ
ル
は
一
般
入
試
で
の
活
用
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

推
薦
・
Ｏ
Ａ
も
評
定
だ
け
で
は
な
く

全
高
校
で
一
斉
に
実
施
す
る
複
数
回

の
共
通
テ
ス
ト
で
高
得
点
を
と
る
こ

と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
受
験
生
は
、
早
目
に
目
標
を
決
め

て
受
験
勉
強
に
取
り
組
む
こ
と
が
益

々
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

国
民
的
克
服
課
題
に
な
っ
て
久
し

い
日
本
人
の
英
語
力
の
貧
し
さ
。
こ

れ
ま
で
小
学
五
年
生
か
ら
の
授
業
へ

の
導
入
・
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ

Ｔ
）
の
活
用
、
リ
ス
ニ
ン
グ
の
公
立

高
入
試
で
の
配
点
の
引
き
上
げ
や
セ

ン
タ
ー
試
験
へ
の
導
入
、
高
校
・
大

学
入
試
へ
の
英
検
の
優
遇
措
置
が
進

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
さ
ら

に
、
小
学
英
語
の
開
始
時
期
を
三
年

生
に
前
倒
し
に
す
る
こ
と
、
五
年
生

か
ら
英
語
を
正
式
教
科
と
し
て
週
三

時
間
読
み
書
き
も
学
ぶ
こ
と
、
中
学

英
語
の
達
成
レ
ベ
ル
を
「
三
級
程
度

」
か
ら
「
準
二
級
程
度
」
に
、
高
校

は
「
二
級
か
準
一
級
程
度
」
に
引
き

上
げ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
文
科
省
は
現
在
、
英
語
資
格
試

験
を
セ
ン
タ
ー
試
験
へ
活
用
す
る
特

例
措
置
を
前
倒
し
、
英
検
準
一
級
か

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
７
８
０
点
以
上
で
セ
ン

タ
ー
試
験
の
英
語
科
目
を
満
点
と
換

算
す
る
方
向
で
す
。
小
・
中
・
高
・

大
を
通
じ
て
、
英
語
教
育
が
強
化
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
以
上
に
英
語

力
と
英
検
の
資
格
が
入
試
に
必
要
と

な
り
つ
つ
あ
る
の
で
す
。

　　
「
脱
ゆ
と
り
」
が
進
む
中
、
子
ど
も

達
を
と
り
ま
く
教
育
環
境
は
、
習
得

す
べ
き
学
習
内
容
が
増
え
な
が
ら
、

入
学
試
験
は
中
学
・
高
校
・
大
学
も

多
様
化
し
な
が
ら
「
学
力
重
視
の
競

争
」
の
傾
向
を
強
め
て
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
子
ど
も
達
に
し
っ
か

り
と
与
え
、
育
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
力
が
三
つ
あ
る
の
で
す
。

　

一
つ
は
多
様
化
し
激
化
す
る
入
学

試
験
で
、
確
実
に
合
格
で
き
る
学
力
。

一
つ
は
高
等
教
育
に
も
耐
え
、
自
分

の
頭
脳
で
考
え
解
決
し
得
る
思
考
力
。

一
つ
は
検
定
等
を
活
用
し
た
、
よ
り

ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
知
力
。

　

我
が
子
が
こ
れ
か
ら
の
日
本
、
新

し
い
社
会
で
力
強
く
生
き
て
ゆ
く
為

に
、
親
と
し
て
の
認
識
が
今
ほ
ど
問

わ
れ
て
い
る
時
代
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　

公立・私立最難関校進学を
　　　　　　　  目指す新中3生へ

入室テスト　毎週土曜日  午後4時

【栄冠へのパスポート】
ホーム・
スクール クラス特 訓

江戸川学園取手中・高等学校

土浦第一高等学校 ｢

脱
ゆ
と
り｣

で

　
　
学
力
重
視
へ

私
学
の
攻
勢

　
　
改
革
の
公
立

『
第
一
志
望
校
合
格
』の
た
め
に

深
刻
化
し
た

　
　
　
学
力
低
下

子
ど
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変
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あ
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中
学
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試

得
点
重
視
に
な
っ
た

　
　
　  

高
校
入
試

改
革
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大
学
入
試

国
際
化
社
会
に
お
け
る

　
英
語
教
育
の
ゆ
く
え

21
世
紀
に
発
揮
で
き
る
知
の
力
を
!!

21
世
紀
に
発
揮
で
き
る
知
の
力
を
!!

子
ど
も
た
ち
に
ー

☛ホーム・スクールは、１人ひとりの目標＝第一志望に合格できる学力を身に
付けさせます。

☛ホーム・スクールは、どの教科も思考力の育成を重視し、「なぜ？」を大切にした
授業をします。

☛ホーム・スクールは、英検・漢検・数検の資格挑戦を奨励し、塾生全員の取得を
目指します。

☛ホーム・スクールは、常に新しい時代に対応すべく情報を収集・分析し日々の
授業を行っていきます。

　
今
、
学
校
の
姿
、
学
ぶ
内
容
、
受
験
校
の
選
び
方
、
合
格
に
必
要
な
学
力
、

入
試
制
度
等
、
子
ど
も
達
を
と
り
ま
く
教
育
環
境
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
確
か
な
こ
と
は
、
変
化
の
中
に
あ
っ
て
も
中
学
受
験
か
高
校
受
験
か
、

誰
も
が
ど
ち
ら
か
に
必
ず
挑
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
。

　
行
き
た
い
（
行
か
せ
た
い
）
学
校
の
入
学
試
験
を
突
破
で
き
る
よ
う
、

我
が
子
に
ど
の
よ
う
な
教
育
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、

正
し
い
判
断
が
今
ほ
ど
問
わ
れ
て
い
る
時
代
は
あ
り
ま
せ
ん
。

東葛飾高等学校


